
　

毎
月
第
２
木
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
、
普
段
使
わ
な
い
筋
肉
を
鍛

え
る
体
操
な
ど
を
行
う
「
男
の
体

幹
ス
ト
レ
ッ
チ
講
座
」
が
講
師
の

菅
野
和
光
（
か
ん
の
・
わ
こ
う
）

さ
ん
の
指
導
の
も
と
安
原
地
区
福

祉
ひ
ろ
ば
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
座
の
前
半
は
、
テ
ニ
ス
ボ
ー

ル
を
使
っ
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
中
心

で
す
。
足
裏
か
ら
ふ
く
ら
は
ぎ
、

太
も
も
の
下
半
身
か
ら
、
背
中
、

肩
に
か
け
て
の
上
半
身
の
凝
り
を

ほ
ぐ
し
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間

に
30
分
が
経
ち
、
参
加
者
の
額
に

は
汗
が
に
じ
み
ま
す
。

　

水
分
補
給
を
か
ね
た
休
憩
を
挟

ん
だ
の
ち
、
後
半
は
３
種
類
の
ス

ク
ワ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。
普
段

は
使
わ
な
い
筋
肉
に
刺
激
を
与
え

る
た
め
か
、
痛
み
を
こ
ら
え
る
人

や
た
く
さ
ん
の
汗
を
か
く
人
も
い

ま
し
た
。

　
「
足
を
骨
折
し
ひ
と
月
入
院
。
以

来
で
き
な
か
っ
た
正
座
が
こ
の
よ

う
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
楽

し
く
運
動
し
て
汗
を
か
く
こ
と

で
、
す
っ
き
り
で
き
る
」
な
ど
の

参
加
者
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

菅
野
さ
ん
は
松
本
市
を
は
じ

め
、
県
内
各
地
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
こ
の
手
の
健
康
講

座
に
参
加
さ
れ
る
の
は
大
半
が
女

性
。
男
性
限
定
に
す
る
こ
と
で
男

の
人
が
は
ず
か
し
が
ら
ず
に
集
ま

れ
る
の
は
良
い
で
す
ね
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

１
年
前
に
本
欄
で
探
検
し
た

「
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
」
に
あ
ら
た
め

て
光
が
差
し
込
み
ま
す
。

　

信
大
は
創
立
70
周
年
、
旧
制
松

本
高
等
学
校
１
０
０
周
年
を
機

に
、
構
内
に
あ
る
旧
松
本
歩
兵
第

五
十
連
隊
糧
末
庫
（
赤
レ
ン
ガ
倉

庫
）
を
補
強
・
改
修
す
る
計
画
を

立
て
て
い
ま
す
。
建
物
内
部
を
カ

フ
ェ
や
ホ
ー
ル
に
改
造
し
、
周
辺

も
整
備
し
て
大
学
を
地
域
共
有
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
ら
せ
て
保
存
維
持
し
、
広
く
活

用
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

明
治
41
（
１
９
０
８
）
年
に

五
十
連
隊
が
移
駐
し
、
戦
後
昭
和

23
（
１
９
４
８
）
年
に
こ
の
跡
地

を
校
地
と
し
て
松
本
医
科
大
学
が

開
学
し
ま
し
た
。
五
十
連
隊
の
建

物
は
校
舎
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し

た
が
、
翌
年
信
州
大
学
が
創
設
さ

れ
て
、
の
ち
に
新
校
舎
に
建
て
替

え
ら
れ
ま
し
た
。
糧
末
庫
は
現
在

唯
一
残
る
五
十
連
隊
の
建
物
で
、、

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
31
日
に
創
立
70
周
年
記
念

事
業
プ
レ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
信

毎
メ
デ
ィ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。「
赤
レ
ン
ガ
で
つ
な

ぐ
と
き
、
ま
ち
、
ひ
と
」
と
題
し

て
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の
歴
史
を
ひ
も

と
き
、
保
存
活
用
の
計
画
を
披
露

し
ま
し
た
。
信
大
の
み
な
ら
ず
松

本
の
宝
で
あ
る
赤
レ
ン
ガ
に
よ
っ

て
、
ま
ち
と
ひ
と
が
末
永
く
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

スクワットを行う参加者たち
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男
性
専
科 

た
っ
ぷ
り
快
汗

「
男
の
体
感
ス
ト
レッ
チ
」楽
し
く
続
く

　「
と
き
、ま
ち
、ひ
と
を

　
　
　  

つ
な
ぐ
赤
レ
ン
ガ
」

信
大
キ
ャ
ン
パ
ス

探
検
隊
⑪

安
原
地
区
公
民
館

保存維持が期待される赤レンガ倉庫

　「
エ
ビ
ネ
」
名
前
の
由
来

　

日
本
全
土
に
自
生
す
る
ラ
ン
科

の
植
物
エ
ビ
ネ
。漢
字
で「
海
老
根
」

と
書
き
ま
す
。
文
字
ど
お
り
地
下

茎
が
海
老
の
よ
う
に
曲
が
っ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

エ
ビ
ネ
の
仲
間
は
キ
エ
ビ
ネ
、

サ
ル
メ
ン
エ
ビ
ネ
、
ニ
オ
イ
エ
ビ

ネ
な
ど
種
類
も
多
い
う
え
、
バ
イ

オ
技
術
で
交
配
種
が
次
々
と
誕
生

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
愛
好
家
に

親
し
ま
れ
る
山
野
草
で
す
。

　

４
月
～
５
月
に
咲
く
の
が
一
般

的
で
す
。
美
し
い
交
雑
種
は
大
変

人
気
が
あ
り
、
自
分
化
を
作
り
だ

す
人
も
現
わ
れ
ま
し
た
。

　

唇
弁
は
白
色
か
ら
淡
紅
色
、
雑

交
種
は
側
花
弁
に
特
に
変
化
が
見

ら
れ
、
美
し
い
花
が
誕
生
し
ま
し

た
。

　

唇
弁
が
変
化
し
て
、
猿
の
顔
に

見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
付
け
ら
れ
た

サ
ル
メ
ン
エ
ビ
ネ
も
自
然
界
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

エビネ
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体
育
委
員

　
　

◎
築
野　

雅
則　
（
旭　

町
）

　
　

○
丸
山　

善
広　
（
安
原
町
）

　
　
　

小
澤　
　

驍　
（
安
原
町
）

　
　
　

中
村　

道
子　
（
東
ノ
丁
）

　
　
　

三
浦　

弘
子　
（
両
下
町
）

民
生
・
児
童
委
員
紹
介

　
　
◎
草
深　

邦
子　
（
新　

町
）

　
　

○
高
橋　

芳
子　
（
元
原
町
）

　
　

○
廣
瀬　

知
子　
（
東
ノ
丁
）

　
　
　

降
矢　

美
枝　
（
元
原
町
）

　
　
　

吉
川　

明
子　
（
元
原
町
）

　
　
　

浅
川
公
美
子　
（
中
原
町
）

　
　
　

小
林　

伸
子　
（
中
原
町
）

　
　
　

小
林　

昌
子　
（
中
原
町
）

　
　
　

丸
山
美
佐
子　
（
安
原
町
）

　
　
　

太
田
眞
由
美　
（
旭　

町
）

　
　
　

百
瀬　

好
子　
（
両
下
町
）

主
任
児
童
委
員

　
　
　

飯
沼　

友
子　
（
萩　

町
）

◎
…
委
員
長
○
…
副
委
員
長

町
内
公
民
館
長
紹
介

　
　

◎
小
山　

俊
樹　
（
東
ノ
丁
）

　
　

○
伊
藤　

芳
郎　
（
元
原
町
）

　
　
　

辻
本　

和
久　
（
新　

町
）

　
　
　

吉
澤　
　

孝　
（
袋　

町
）

　
　
　

保
科　

守
宏　
（
安
原
町
）

　
　
　

栗
林　

恭
子　
（
天
白
町
）

　
　
　

大
出　

弘
子　
（
中
ノ
丁
）

　
　
　

金
井　

俊
二　
（
両
下
町
）

　
　
　

辻　

眞
美
子　
（
萩　

町
）

　
　
　

吉
川　
　

進　
（
旭　

町
）

　
　
　

中
原　

國
友　
（
中
原
町
）

◎
…
会
長
○
…
副
会
長

　
　
　
　
　（
カ
ッ
コ
内
は
町
会
）

運
営
委
員

　
　

◎
小
山　

俊
樹　
（
東
ノ
丁
）

　
　

○
中
野　

孝
之　
（
萩　

町
）

　
　
　

中
田　

金
一　
（
袋　

町
）

　
　
　

辻　

眞
美
子　
（
萩　

町
）

　
　
　

伊
藤　

芳
郎　
（
元
原
町
）

　
　
　

澤
柳　

清
一　
（
天
白
町
）

　
　
　

築
野　

雅
則　
（
旭　

町
）

　
　
　

草
深　

邦
子　
（
新　

町
）

文
化
委
員

　
　
◎
澤
柳　

清
一　
（
天
白
町
）

　
　

○
金
井　

俊
二　
（
両
下
町
）

　
　
　

小
松　

清
人　
（
中
原
町
）

　
　
　

種
山　

享
志　
（
天
白
町
）

　
　
　

五
十
嵐
由
美　
（
中
原
町
）

　
　
　

河
西　

眞
次　
（
中
ノ
丁
）

　
　
　

小
澤　
　

驍　
（
安
原
町
）

　
　
　

米
山
美
由
紀　
（
安
原
町
）

館
報
編
集
委
員

　
　

◎
伊
藤　

芳
郎　
（
元
原
町
）

　
　

○
辻　

眞
美
子　
（
萩　

町
）

　
　
　

鳥
羽　

啓
路　
（
東
ノ
丁
）

　
　
　

山
本　

綾
子　
（
中
原
町
）

　
　
　

村
山　

昌
夫　
（
新　

町
）

　
　
　

清
水　

淳
美　
（
中
原
町
）

※
全
市
版
担
当

　
　
　

大
和　
　

靖　
（
新　

町
）

図
書
委
員

　
　

◎
辻　

眞
美
子　
（
萩　

町
）

　
　

○
石
田　

千
鶴　
（
中
原
町
）

　
　
　

西
澤
真
利
子　
（
安
原
町
）

　
　
　

中
島
真
由
美　
（
天
白
町
）

　
　
　

赤
羽　

真
爾　
（
旭　

町
）

令
和
元
年
度
安
原
地
区

公
民
館
委
員
紹
介

着
任
し
ま
し
た  
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

松本署北部交番所長
山浦　義康さん

安原地区地域づくり
センター長
保科　哲朗

安原地区
福祉ひろば職員
田所　泰子

旭町小学校教頭
石澤　和人さん

　

管
内
約
１
万
戸
の
安
心
、
安
全

を
守
る
最
前
線
に
着
任
。「
所
員

一
丸
と
な
っ
て
職
務
の
遂
行
に
務

め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
表
情
を
引

き
締
め
ま
す
。

　

地
域
に
は
大
学
や
高
校
な
ど
の

文
教
施
設
が
多
く
あ
り
ま
す
。
自

転
車
、
バ
イ
ク
と
い
っ
た
乗
り
物

盗
へ
の
対
策
に
、
ま
ず
力
を
入
れ

　

４
月
１
日
付
の
人
事
異
動
で
安

原
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長

と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
公
民
館
等
で
の
勤
務

経
験
が
な
く
、
戸
惑
う
ば
か
り
で

す
が
、
安
原
地
区
の
地
域
づ
く
り

に
精
い
っ
ぱ
い
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
ば
か
り
で
し
た
が
、
皆
様

に
温
か
く
接
し
て
い
た
だ
き
、
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

今
後
は
福
祉
ひ
ろ
ば
が
、
よ
り
楽

し
く
、
よ
り
役
に
立
ち
、
よ
り
多

く
の
方
々
の
集
う
空
間
と
な
る
お

手
伝
い
に
努
め
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

雪
を
頂
い
た
北
ア
ル
プ
ス
の
絶

景
に
「
美
し
い
環
境
の
中
で
生
活

で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
」
と

い
う
思
い
を
、
あ
ら
た
め
て
感
じ

た
そ
う
で
す
。
松
本
市
の
中
山
小

学
校
教
頭
か
ら
旭
町
小
教
頭
に
着

任
し
ま
し
た
。

　

地
域
と
の
関
わ
り
の
大
切
さ
も

実
感
し
ま
し
た
。
新
１
年
生
を
対

た
い
と
言
い
ま
す
。
独
り
暮
ら
し

高
齢
者
の
増
加
を
背
景
に
、
特
殊

詐
欺
被
害
も
心
配
で
す
。
巡
回
連

絡
や
広
報
活
動
に
も
引
き
続
き
重

点
を
置
き
ま
す
。

　

長
野
中
央
署
を
ス
タ
ー
ト
に
各

署
に
勤
務
し
ま
し
た
。
鑑
識
の
仕

事
が
長
く
、
こ
の
春
、
千
曲
署
か

ら
異
動
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て

の
松
本
署
勤
務
で
は
道
路
の
渋
滞

と
往
来
す
る
自
転
車
の
多
さ
に
驚

い
た
そ
う
で
す
。

　
「
仕
事
は
明
る
く
楽
し
く
元
気

よ
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
官
舎
に

夫
人
と
２
人
暮
ら
し
。

象
に
し
た
交
通
安
全
教
室
を
、
多

く
の
地
元
の
人
た
ち
が
支
え
て
い

る
姿
を
間
近
に
し
た
か
ら
で
す
。

　

全
校
児
童
３
８
７
人
。「
や
さ

し
く　

か
し
こ
く　

た
く
ま
し

く
」
を
目
標
に
し
ま
す
。
小
学
校

の
先
生
は
特
に
忙
し
い
と
言
わ
れ

る
昨
今
で
す
。「
児
童
一
人
ひ
と

り
へ
の
き
め
細
か
な
指
導
」
を
目

指
し
ま
す
。

　

担
任
に
褒
め
ら
れ
た
少
年
時
代

の
心
模
様
が
教
職
へ
の
起
点
に
な

り
ま
し
た
。
市
内
の
自
宅
に
家
族

と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
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